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町の収入をいかに増やしていくのか。 
町所有の遊休資産の利活用や、観光資源の活用、
など。また経済効果を考えた施設整備、例えば大
磯港の再整備、ＮＣＲ跡地への優良事業者の誘致
など収入策を積み重ねていきたいと考えています。 
 
住民税が増え驚いている。 

今回の税制改正では、所得税と住民税の負担割合
の変更である「税源移譲」による影響が大きかっ
たと思われます。負担割合の変更ですので、住民
税が増額となった方は、所得税が減額となってい
ます。定率減税が無くなったことも、増税感に影
響していると考えています。 

防災行政無線の放送が聞こえない。 
以前から各地区で聞こえない、聞き取りにくいと
いった話をいただいています。今年度・来年度で
町全体の防災行政無線をデジタル化します。なお、
難聴地域には防災行政無線を増設する予定です。 

 
旧吉田茂邸は今後どうなるのか。 

県立都市公園として平成24年度全面開園を目途に
調整が進められています。建物部分は町が県の整
備後借り受け、利活用を図ることになり、検討会
議から利活用に関する提言書を頂いています。今
後年内を目途に、提言書等をもとに、県に対して
町としての考えを示していきます。 

　町政に対する意見、提言、また地区で抱える問題などに
ついて、皆さんと町長が語る場として町内24地区で町長と
語る集いを開催しました。 
　集いでいただいた意見等の一部を掲載していますが、そ
の他の意見・提案等についても今後の町政に活かしてまい
ります。 
 
※なお、詳細は、役場本庁舎１階町民情報コーナー、国府
支所、図書館（本館、国府分館）、町ホームページで閲覧
できます。 
◎問い合わせ　地域協働課　☎内線237

町長と語る集いの感想 
　貴重な時間をいただきありがとうございまいした。町長就任後初めての「町長と語る集い」でした。今でも、皆 
様と語り合った余韻が耳に残っています。地域によって様々な事柄があるんだということを、今さらながら知らさ 
れた次第です。いただいたご意見、ご要望は今後の町政運営に取り入れていきます。なお、すぐできるものは、す 
ぐ対処していきます。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大磯町長　三好正則 
 
 
 

町長と語る集い　結果概要  

・・・・・・・・・　いただいた意見と町の考え方　・・・・・・・・・ 

　「まちづくりの箱」は、町政に対する意見や提案を気軽に出していただくためのものです。意見や提案の 
提出は、郵送、ＦＡＸ、ホームページで受け付けています。寄せられた意見や提案は、町政運営の参考にさ 
せていただいています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ　地域協働課　☎内線237

「まちづくりの箱」をご利用ください！ 
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・・・・・・・・・　この他にいただいた意見　・・・・・・・・・ 

▲月京地区での集いの様子 

・財政破綻の恐れはないか。　　　　　　　　　　　　　　・コミュニティバスを運行させてほしい。 

・合併についてどう考えているか。　　　　　　　　　　　・集積場所のカラス対策を行ってほしい。 

・公共下水道整備の進ちょく状況はどうなっているか。　　・道路や歩道の整備をしてほしい。 

・防災用備蓄品は適切な量を備蓄しているか。　　　　　　・線引きの見直しをしてほしい。 

・野生動物の対策を行ってほしい。　　　　　　　　　　　・公園の整備を行ってほしい。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など 


